
事務事業名

政　策

施　策

業務分野

総合
計画

体系

予算科目

終了､開始年度

会計 款 項 目 事業連番

事業期間

所属部

所属課

所属班

課長名

担当者名

（内線）

事務事業マネジメントシート

★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
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の推移
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千円

千円
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千円

安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

0

0

 5年度

0

0

 6年度

60

1,089

1,089

 6年度

30

932

932

 7年度

0

445

445

 8年度

0

445

445

 9年度

0

445

445

10年度

0

445

445

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 1 日 更 新

関東合志会運営支援事業

   1 自治の健幸 市長公室 池田　聡

   1 市民参画によるまちづくりの推進 秘書政策課 鶴田　裕之

   2 地域づくり(まちづくり)活動機会の確保 秘書政策班 1213

一般   2   1   1    10338
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

合志市出身及び合志市にゆかりのある関東在住の人々が相集い、ふるさと合志市の発展と会員相互の親睦を深めるため、年
１回総会及び交流会、年２～３回程度の役員会が開催されており、その運営に対する支援を行う。平成３年に関東在住の西
合志町出身者・合志町出身者の方がふるさとを思う同郷の方が集まる場が欲しいとの要望からそれぞれの町で開始されてい
たが、平成１８年合併して合志市となり関東合志会として新たに発足した。
関東合志会メンバーの新規加入者もなく、また高齢化もあることから、令和 6年9月28日に総会を実施し、最後の会となる感
謝の会を開催した。
その後、関東合志会は解散した。

会の運営に対する補助金の交付。また、市長、議長、担当職員等が関東合志会会員が集う年１回(８月）の総会及び懇親会
へ参加し、合志市の近況報告、ふるさと納税のお願い、物産品の紹介などを行い、会員との情報交換を行う。また、希望者
へは市の広報紙を毎月、送付している(郵送料は自己負担）

款】２総務費　【項】１総務管理費　【目】１一般管理費　【節】8旅費  　9交際費  　18補助金

6年度事務事業の成果・実績
本市出身及びゆかりのある関東在住の人々が集い、市の発展と会員相互の親睦を深めるための事業（総会 (感謝の会）)に対し補助金を交付し
た。関東合志会は、新規加入者がいないことと会員の高齢化のため、令和６年度をもって解散となり、本事業は終了となった。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
関東合志会廃止のため、計画なし 事業終了による減

総会等の会合への参加割合 ％

％

関東で合志市の情報が少ない中、広報官を通じ合志ニュースの発行や、合志市の現状や現在の取り組み、出来事などを知らせるとともに、ふ
るさと納税の案内を行っている。また、いろんな場で活躍されている方々との交流を図ることを目標としていたが、事務局の高齢化や、新し
い会員の増加の見込みもないため、令和6年度をもって解散となった。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


